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小平市第四期地域保健福祉計画【中間見直し版】計画案の主な変更点について 

  計画素案から計画案への変更点は、以下のとおりです。 

計画素案 

ページ 

計画案 

ページ 
主な変更内容 

1 1 

「（１）地域共生社会の実現に向けた取組の推進と社会福祉法の改正」の４

行目「家庭の状況」を「家族の関係」に変更し、７行目から８行目に渡って

「５０歳」が表記されていたため、スペースで調整しました。 

2 2 
「（２）成年後見制度の利用の促進に関する法律の施行」の１行目「単身高

齢者」の後に「世帯」を入れました。 

4 4 
図において「小平市まち・ひと・しごと創生総合戦略」を削除し、「第二次

東京都地域福祉支援計画」の「第二次」を「第二期」に修正しました。 

14 14 
「小平市民活動センターあすぴあ」を「小平市民活動支援センターあすぴあ」

に修正しました。 

16 16 
「（２）地域共生社会の実現と改正社会福祉法への対応に関する推進」の２

行目「すべての人が」に続く「支援の対象となり、」を削除しました。 

16 16 
「地域共生社会のイメージ図」の「一人一人」を「一人ひとり」に修正しま

した。 

16 16 

多様で複雑な生活課題の例「８０５０世帯」を「８０５０問題」に変更し、

「配偶者やパートナー等への暴力」を「配偶者やパートナー等からの暴力」

に変更しました。 

19 19 
「取組② 重層的支援体制整備事業」の１行目「この地域共生社会の実現」

の「この」を削除しました。 

19 19 
「【重層的支援体制整備事業（社会福祉法第１０６条の４）の概要】」の３行

目「困難。」の体言止めを「困難である。」に変更しました。 

21 21 棒グラフや円グラフに関する文字のフォントを文章と同じにしました。 

22 22 「成年後見制度の種類」の説明図のフォントを文章と同じにしました。 

22 22 「法定後見制度」の「保佐類型」と「後見類型」の背景色を調整しました。 

23 23 

「権利擁護センターこだいらの主な事業」「相談事業」の５行目「専門相談

として、成年後見制度等の専門性の高い相談に対応しています。さらに、専

門相談として、専門家による成年後見制度等の相談を定期的に行っていま

す。」を、「専門相談として、成年後見制度等の専門性の高い相談に対応する

とともに、専門家による成年後見制度等の相談を定期的に行っています。」

に変更しました。 

23 23 権利擁護センターこだいらの各種相談件数の表レイアウトを調整しました。 

24 24 
「（２）基本目標」の２行目「３つの基本目標とその施策を次のとおり設定

しており、」の「次のとおり」を削除しました。 

33 33 
「介護予防ボランティアポイント制度」の概要４行目「介護予防を促進し、

もって元気な高齢者が地域に貢献できるような取組を推進します。介護予防
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ボランティアポイントは、ボランティア活動を通して自主的な介護予防の取

り組みなどに対してポイントを付与します。」を「介護予防を促進します。

また、こだいら健康ポイント事業と統合を図るなど介護予防、健康づくりを

推進します。」に変更しました。 

37 37 

「コラム：ふらっとまるしぇ」の１行目「市役所本庁１階ロビー」を「市役

所本庁舎１階ロビー」に変更し、４行目「紹介しております。」を「紹介し

ています。」に変更しました。 

38 38 
４段落目「コミュニティ ソーシャルワーカー（ＣＳＷ）」の「コミュニティ」

の後ろのスペースを削除しました。 

42 42 
「コラム：権利擁護センターこだいら」の１行目「小平市社会福祉協議会の」

を、「小平市社会福祉協議会が運営する」に変更しました。 

45 45 
「コラム：地域福祉権利擁護事業の相談では以下のような意見が寄せられて

います」の３行目「心配。」の体言止めを「心配である。」に変更しました。 

47 47 

「③生活困窮者の自立支援や属性を問わない包括的な支援体制の推進」7 行

目「生活上の課題」を「生活上の問題」に変更し、「対応が困難」を「対応

が課題」に変更しました。 

47 47 

「③生活困窮者の自立支援や属性を問わない包括的な支援体制の推進」９行

目「連動して対応できる体制」を「連動しながら一体的に支援を実施できる

体制」に変更しました。 

また、１０行目から１２行目「連動した体制整備の実施にあたり、支援を一

体的に実施する重層的な支援体制が重要となります。①相談支援、②参加支

援、③地域づくりに向けた支援 の３本の柱をもとに、属性を問わない包括

的な支援体制を推進します。」を「①相談支援、②参加支援、③地域づくり

に向けた支援 の３本の柱をもとに、属性や世代を問わず、包括的に相談を

受け止め、支援する重層的な支援体制を推進します。」に変更しました。 

47 47 

「③生活困窮者の自立支援や属性を問わない包括的な支援体制の推進」15

行目「ＣＳＷ（コミュニティソーシャルワーカー）」を「コミュニティソー

シャルワーカー（ＣＳＷ）」に変更し、「受け付けるための、」の句読点を削

除しました。 

48 48 
事業項目「生活困窮者自立支援事業の充実」の「概要」３行目「家計改善支

援事業、」の後に「就労準備支援事業」を追加しました。 

48 48 図が上寄せのため、中央に位置調整 

50 50 

事業項目「地域における防犯意識の啓発」の「概要」２行目「啓発活動の推

進や、」を、「啓発活動の推進、」に変更しました。 

事業項目「自主防災組織の結成への支援」３行目「防災組織の結成に向けて、

支援します。」の句読点を削除しました。 

事業項目「避難所管理運営マニュアル作成の支援」５行目「学校ごとに」を

「学校等ごとに」に変更しました。 

53 53～68 「資料編」を追加しました。 

 


